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Wed. Jul 6, 2016 特別講演 Japanese Society of Pediatric Cardiology and Cardiac Surgery The 52st
Annual Meeting of Japanese Society of Pediatric Cardiology and Cardiac

SurgeryWed. Jul 6, 2016

第A会場

特別講演

特別講演（ SL01）
生きること、死ぬこと－小児科医の死生観－
座長:
勝部 康弘（日本医科大学武蔵小杉病院 小児科 ）
1:45 PM - 2:30 PM  第A会場 (天空 A)

生きること、死ぬこと－小児科医の死生観－
○細谷 亮太 （聖路加国際病院 小児科）

 1:45 PM -  2:30 PM
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Fri. Jul 8, 2016 特別講演 Japanese Society of Pediatric Cardiology and Cardiac Surgery The 52st
Annual Meeting of Japanese Society of Pediatric Cardiology and Cardiac

SurgeryFri. Jul 8, 2016

第A会場

特別講演

特別講演（ SL02）
「生きている」を見つめるライフステージ医療 —
生命誌の視点から —
座長:
小川 俊一（日本医科大学）
1:00 PM - 1:45 PM  第A会場 (天空 A)

「生きている」を見つめるライフステージ医

療—— 生命誌の視点から ——
○中村 桂子 （ＪＴ生命誌研究館）

 1:00 PM -  1:45 PM

[SL02-01]



[SL01-01]
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Japanese Society of Pediatric Cardiology and Cardiac Surgery The 52st Annual Meeting of Japanese Society of Pediatric Cardiology
and Cardiac Surgery 

特別講演

特別講演（ SL01） 
生きること、死ぬこと－小児科医の死生観－
座長: 
勝部 康弘（日本医科大学武蔵小杉病院 小児科 ）
Wed. Jul 6, 2016 1:45 PM - 2:30 PM  第A会場 (天空 A)
SL01-01
 

 
生きること、死ぬこと－小児科医の死生観－ 
○細谷 亮太 （聖路加国際病院 小児科） 
 1:45 PM -  2:30 PM   
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Japanese Society of Pediatric Cardiology and Cardiac Surgery The 52st Annual Meeting of Japanese Society of Pediatric Cardiology
and Cardiac Surgery 

1:45 PM - 2:30 PM  (Wed. Jul 6, 2016 1:45 PM - 2:30 PM  第A会場)

生きること、死ぬこと－小児科医の死生観－
○細谷 亮太 （聖路加国際病院 小児科）
 
45年間、チャペルのある病院で小児科医として働いた。残念ながら仏壇と神棚の共存する平均的な日本の家庭で
の生育歴が災いしてクリスチャンになることはなかったが、宗教的な環境で、子ども達（特に多くの亡くなった
子ども達）とそのご家族から沢山のことを教えてもらった。またチーム医療の中でチャプレン、ソーシャル
ワーカー、心理士、そしてナースと仕事をする中で他の職種の物の考え方も学ぶことができた。 
　そうして流れて行った時間がゆっくり私の中に現在の私なりの死生観を形づくったように思う。 
　子どもの「いのち」の傍で働く事で出来てきた私の（あるいは私たち小児科医の）死生観というのは、成人の
領域で働く医師のそれとは少々趣を異にする。これは非常に興味深い。 
　死を忘れるべからず（ Memento mori）はすべての人間にとって、生を輝かしいものとするために、とても重
要な格言である。私の尊敬する小児科医の一人に松田道雄は、その著書「われらいかに死すべきか」の中に「晩
年とは死とむきあう年である。それは本人の心がまえにかんするもので、生理的年齢とは無関係である。」と書
き「年をとっても死の接近を感じない人は晩年の意識がない。晩年の意識は愉快なものではないから、自分は長
生きをするという確信によって、それからのがれるのも、ひとつの方法である。」と死から目を背ける人々の風
潮をいくらか侮蔑の眼をもって述べている。 
　沢山の子ども達の蘇生に関わり、沢山の子ども達の死をみとった小児科医として、私はこの松田の意見に強い
共感をおぼえる。「死を忘れよう」としている時代に、あえて異論を唱える事こそ高齢者の仲間入りをした小児
科医の役割のように思う。 
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特別講演

特別講演（ SL02） 
「生きている」を見つめるライフステージ医療 — 生命誌の視点から —
座長: 
小川 俊一（日本医科大学）
Fri. Jul 8, 2016 1:00 PM - 1:45 PM  第A会場 (天空 A)
SL02-01
 

 
「生きている」を見つめるライフステージ医療—— 生命誌の視点から —— 
○中村 桂子 （ＪＴ生命誌研究館） 
 1:00 PM -  1:45 PM   
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1:00 PM - 1:45 PM  (Fri. Jul 8, 2016 1:00 PM - 1:45 PM  第A会場)

「生きている」を見つめるライフステージ医療—— 生命誌の視
点から ——

○中村 桂子 （ＪＴ生命誌研究館）
 
生命誌は、人間は３８億年の歴史をもつ地球上で多種多様な生きものの一つであるという視点で「よく生き
る」ことを考える知です。具体的にはゲノムを切り口に、生きものとはなにか、ヒトとは何かを知り、その中で
の「人間としての私」を考えていきます。生きものは生れ、育ち、老い、死ぬという時間の中で考える対象で
す。現代社会を支えている「機械論的世界論」では生きものも機械のように捉えその構造と機能を知り、医療も
それを癒すことを重視しています。 
　ここで、生きものは機械ではないというあたりまえのことを踏まえた「生命論的世界観」の中で考えるため
に、人間の一生を乳児期、幼児期、学童期、青年期、壮年期、老年期（前期・後期）に区分したライフステージ
という見方をもちます。そして、どのステージも充分に生きること、先のステージのための準備をすること、他
のステージとの関係に円滑に進むようにすることを大切にする社会にしたいと思います。私たちはこのような生
きものとしての一生を送る間に、必ず患者として医療に接することになります。 
　そこで、医療も上に述べたライフステージを思いきり生きることを支える「ライフステージ医療」であって欲
しいと願います。 
　医学の進歩を支え、基礎となっている生命科学は、生命体で起きているメカニズムの解明を大きく進めました
が、人間が「生きている」という実感につながるところが欠けているように思い、もう一度人間は生きものであ
るというあたりまえのことを基本に置き、時間と関係を重視する「生命誌」の立場から医療を考えてみたいと思
います。 
 
 
 
 


